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平成23年度重点プロジェクト事業（海外派遣研究員等旅費）報告

「国際柔道の試合礼法に関する研究－第7回国際柔道シンポジウム
および2011世界柔道選手権パリ大会における資料収集」の報告

中村　勇＊

　 　
　　＊鹿屋体育大学　スポーツ人文・応用社会科学系

はじめに
　平成23年８月21日から８月30日までの期間，フ

ランス共和国パリ市において第７回国際柔道シ

ンポジウム（7th International Judo Symposium）

と2011世界柔道選手権パリ大会（世界選手権）

（2011 International World Judo Championships 

Paris）に参加してきた。

　シンポジウムにおいては自らの研究成果をポス

ター発表すると共に欧州柔道史に関する講演や議

論を通じて初期の国際柔道において礼法などの伝

統がどのように伝播されていったかを把握するこ

とが目的であった。またその後で開催された世界

選手権は選手やコーチの礼法やガッツポーズ等の

マナーについての実態調査をすることが目的で

あった。

第７回国際柔道シンポジウム
「Research on judo contest bowing in World 

Judo Championships 2010 and Japanese national 

championship」のタイトルで行ったシンポジウ

ムポスター発表では平成22年度重点研究プロジェ

クトとして実施した2010年の東京大会と同年全日

本選抜柔道体重別選手権大会の礼法について比較

した研究を発表した。国際大会の方が国内大会よ

り礼法の実施率が低いという内容であったが，シ

ンポジウム参加者からは国内大会での実施率（特

に双方のタイミング）の低さに対して驚く反応が

みられた。国際柔道界において日本は伝統遵守し

適切な礼法を徹底していくべき立場でありながら

それが不十分である実態が明らかとなった。

　また，複数の口頭発表ではフランスと英国の初

期柔道史に関する情報が得られ，講道館柔道が正

規ルートで伝わり始める以前に，すでに非正規

ルートによる柔道や柔術が流入していたことが確

認できた。

2011世界柔道選手権パリ大会
　世界選手権は西欧諸国で最も柔道人気が高いと

言われているフランス共和国のパリ市で開催され

たが，スポーツとして柔道を楽しむ傾向が強い雰

囲気の中での大会は前年の東京大会と較べて礼法

軽視傾向やガッツポーズ等の派手なパフォーマン

スが増加するのではないかと興味深く観戦した。

　試合時立礼の中で開始礼（試合開始時に向かい

合って実施する立礼）は厳密な形式通りではない

ものの特に問題となるようなケースはみられな

かったが，試合場のプラットフォームに登壇する

際に義務づけられている登壇礼は実施率が低く，

規定は形がい化している傾向にあった。そもそも

1990年代後半に試合場など空間に対する礼法が問

題視されてから試合場内への礼と正面への礼が義

務から任意に変更されたにも関わらず，この登壇

礼は開始礼と並び義務と規定されたままである。

開始礼と異なりこの礼は国際競技としての性質上

義務化にはなじまないものであると考えられ，ま

た主審からは死角となるため規制には別の仕組み

が必要となってくる。今後，登壇礼を規定として

どう取り扱うか議論が必要であろう。

　またガッツポーズ等のパフォーマンスはこの大

会では目立って多かった。特にフランス選手らは
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勝利後に観客をあおるようなパフォーマンスを

行っていた。エネルギッシュな場内アナウンスも

相まって会場内が沸き立つ様子は抑制を美徳とす

る伝統的な柔道の価値観とは全く異なるものであ

り人気スポーツのそれであった。こういった状況

は前年の東京大会ではみられなかったもので，同

一選手が会場の環境によって異なったふるまいを

みせていた点は興味深いものであった。

　このように「観て盛り上がるスポーツとしての

柔道」の面が強調された一方で，観客をあおるよ

うな選手のパフォーマンス行為に対して国際柔道

連盟は大会中に緊急理事会を開き，当該選手の所

属連盟に対して指導を要請する措置が講じられ

た。国際柔道界は大会の盛り上がりを重視する一

方で，相手を尊重し自己抑制を美徳とする柔道独

自の価値観とどのようにバランスをとるべきか模

索している印象を受けた。

まとめ
　今回の海外研修で柔道がフランスを中心とした

欧米社会で人気スポーツとして受容されている一

方で，選手による過度のパフォーマンスに対する

批判や柔道の伝統面に関する学術研究などの拡が

りを知ることができた。柔道が一スポーツとして

だけではなく武道という伝統を持った独自性を

持ったスポーツとしてアピールしようとする国際

柔道界の動きが明らかになった。


